
ア キ ス ペ ー ス

　本年1月号まで本誌編集委員をお務めいただいた松村真司先生（松村医院）の、
知る人ぞ知る名著。「地域を診る医者」を続けていく醍醐味の詰まった本。
　「家庭医」「プライマリケア医」「総合医」「地域診療医」「かかりつけ医」、現
代の呼び名は数あれど、日本にはいつだって“赤ひげ”がいた。地域の診療所で
“普通の医師”として診療を続ける著者が、“普通の医師であり続ける”ことの
難しさ、愉しさを語る。地域での診療を目指してあとに続く人たちが、とまどっ
たり、行き先に迷ったりしたときのためのメッセージにあふれた畢生の1冊。

プライマリ
地域へむかう医師のために
松村真司＝著
本体 2,200円＋税／A5・208頁／医学書院／2008

＃今月の特集関連本❻
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